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最優秀賞 西海小２年 益城 結衣さん
題「おばあちゃんの手をマッサージしたよ」



社協からの報告
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去
る
10
月
10
日
（
火
）
、
鯵
ヶ
沢
町

社
会
福
祉
協
議
会
表
彰
審
査
会
が
開
催

さ
れ
、
鯵
ヶ
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
表
彰
お
よ
び
ふ
く
し
作
文
・
絵
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し

た
。鯵

ヶ
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表

彰
は
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
推

進
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
対
す
る
表
彰

で
、
今
年
度
は
11
名
の
方
々
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ふ
く
し
作
文
・
絵
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
福
祉
意
識
の
高
揚
と
啓
発
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
町
内
小
中
高
等
学
校

の
児
童
生
徒
を
対
象
に
募
集
し
た
と
こ

ろ
71
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
17

名
の
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
通
り
で

す
。
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作
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※
な
お
、
ふ
く
し
作
文
・
絵
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品
は
、
鯵
ヶ
沢

町
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載

し
ま
す
。

【おわび】 第21回鯵ヶ沢町地域福祉推進大会の中止について
平成29年11月12日（日）に開催予定しておりました標記大会は、諸般の都合により中止致しました。

参加予定の皆さまには連絡も行き届かず大変ご迷惑をおかけ致しました。深くお詫び申し上げます。
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支部の活動
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鯵ヶ沢町社会福祉協議会では、町内に6つの支部（鯵ヶ沢、舞戸、中村、鳴沢、赤石、
南金沢）を設け、町内会単位で数名の支部役員を配置し、支部活動や日常生活の中でさり
げない見守りを心がけ、地域福祉の推進を図っております。
ふれあい交流会は、各支部の実情に応じて開催している活動の1つで、一人暮らしのお

年寄りなどが地域の皆さんや子ども達とふれあいのひとときを過ごし、参加される方々に
とって「普段の暮らしの中で出かける楽しみの1つ」となっております。それでは、各支
部で開催した交流会を一部ご紹介します。

平成29年10月16日（月）に山村開発センターで開催しました。各町内の有志
による歌や踊り、コーラスやビンゴゲームなど盛りだくさんな内容で、参加さ
れた皆さんの目と耳を楽しませていました。また、参加者同士が声をかけ合い
ながら近況を語らうなど、明るい声が飛び交う中、お昼には支部役員手作りの
カレーライスとおしるこをおいしく味わい、笑顔と会話が弾む集いとなりまし
た。

平成29年11月15日（水）に種里地区農村集会所で開催しました。当日は西海
小学校3年生（22名）の皆さんも参加。まずは毎年好評の自己紹介から始まり、
元気いっぱいな歌や踊りなどが披露されました。その後、折り紙やお手玉、福
笑いなど昔懐かしい遊びを参加者全員で楽しみました。今回の交流会は昨年以
上に多くの方々が参加（40名）しており、子ども達との交流を楽しむ声のほか、
参加者同士のおしゃべりで会場は笑い声であふれていました。



支部の活動
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平成29年11月16日（木）に中村公民館で開催しました。当日はあいにくの悪
天候で参加者は少なかったものの、舞戸小学校3年生（38名）との交流を楽し
みました。まず子ども達が「桃太郎」の劇を披露。なじみ深いお話が楽しくア
レンジされており、参加者は目を細めながら見入ってました。その後は「リフ
レッシュタイム」。子ども達が参加者へ心をこめて肩や腕もみなどを行い、参
加者からは「気持ちいいよ」「ありがとうね」などの感謝の言葉とともに笑顔
がこぼれ、和やかなひとときを過ごしました。

少し肌寒い日の平成29年11月21日（火）に赤石公民館で開催した交流会は、
まず町地域包括支援センターの保健師を講師に、参加者全員で「百歳体操」を
行いました。体操で身体も温まったところで、西海小学校1、2年生（31名）の
皆さんが登場！！毎年恒例の自己紹介コーナーから始まり、歌や劇、ダンスを
披露してくれました。お昼には赤石支部役員が心をこめて作った豚汁などを子
ども達と一緒に味わい、笑顔と笑い声がたえない交流会になりました。

平成29年12月10日（日）に鳴沢公民館で開催。鳴沢地区から68名の方が参
加しました。始めに支部役員が津軽弁を交えた昔話をすると、参加者の笑いの
ツボにはまり会場は大爆笑！！大爆笑のうずに包まれた後は軽く体操をし、
チーム戦のゲームを楽しみました。その後カラオケや民謡も楽しみ、民謡の名
手も交流会へ参加したことから「鰺ヶ沢甚句」を披露してもらい、声高らかな
唄に合わせて、参加者全員が手拍子で会場を盛り上げました。



おせち料理配分事業
（社協支部活動）

一人暮らし高齢者の年末の
見守り・安否確認を兼ねた
配食・会食事業費として活
用します

地域活動支援センター
交流費

地域活動センターに通所し
ている方々の交流費として
支援します

施設無年金者援護費

障がい者支援施設に入所し
ている無年金者に対して、
新年を迎えていただくため
の準備金として贈呈します

知的障がい者交流費

知的障がい者への相談会・
ふれあい等の交流費として
支援します

ふれあい交流会（地域交流
サロン）（社協支部活動）

独居高齢者や障がい者等が
地域で安心して生活できる
よう、仲間づくり等を目的
とした交流の場を支援しま
す

ふれあい訪問事業
（社協支部活動）

一人暮らし高齢者等見守り
が必要な方々を対象に訪問
活動費として使用します

福祉除雪支援及び
生活支援サービス

身体の衰えや病気等により
日常生活を送る上で支援が
必要な独居高齢者等の住宅
環境整備等に係る推進費と
して使用します

わかりやすい福祉情報
の提供事業

地域歳末たすけあい運動や
福祉情報を提供するための
社協だより「ふれあい」広
報費として使用します

お知らせ
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低所得世帯が学校教育法に規定される高校、大学または高専に修学するための教育支援資金の借
入申込は、平成30年2月から受付します。ただし、推薦入学に限り合格発表後早急に入学金等の納入
が必要の場合は2月より以前でも受付可能です。また、申込から償還中において民生委員の相談援助
が前提となり、さらには原則他法、他制度が優先となります。

例）日本学生支援機構奨学金（第一種）を申込したが成績基準等により対象にならなかった場合
→次に国の教育ローンへ相談または申込した結果、何らかの理由で申込できないまたは非該当に
なった場合は教育支援資金の申込を受付します。

■他法、他制度には…日本学生支援機構奨学金（第一種・第二種）、高等学校等奨学金・大学
奨学金（青森県育英奨学金）、国の教育ローン、母子寡婦福祉資金、公
立高等学校授業料等免除制度・私立高等学校授業料軽減措置制度など
※利率を理由に教育支援資金を利用することはできません。

地域歳末たすけあい運動は、共同募金の一環として新年を迎える時期に支援を必要と
する人たちが地域で安心して暮らすことができるよう、皆さまからの善意のお気持ちを
地域福祉向上のために活用させていただきます。地域歳末たすけあいへのご協力、心か
ら感謝申し上げます。

お寄せいただいた募
金は、このように活用
させていただきます



特 集
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「どんな人でも安全に使いやすいデザイン」それが“ユニバーサルデザイン”です。
年齢・性別などを問わず、みんなが安全に使いやすく使用できることを目的とした設備
や製品は、私たちの身の回りにたくさんあります。

例
え
ば

普段の何気ない日常の中にも、様々なユニバーサルデザインがあります。意識して周りを見て
みると、新しい発見があるかもしれませんね♪
また、ユニバーサルデザインには、サービスや制度、取り組みといったものも含まれます。三

沢市では地域活性化を図る一環として、町施設のユニバーサルデザイン化を行うなどして高齢
者・障がい者に住みやすい町づくりを目指しています（ユニバーサルタウン）
鯵ヶ沢町社会福祉協議会も誰もが暮らしやすく、「笑顔あふれる住みよい福祉のまちづくり」

の実現を目指し、皆さんと一緒に取り組んでいきます。

自動ドア マグネット式コンセントポッド

持ち手がくぼんだペットボトル 点字付きアルコール缶飲料

平成29年11月8日（水）、今年も年長さんたちが鯵ヶ沢町社
会福祉協議会へ慰問に来てくれました。歌や演奏、踊りを披露
して、元気いっぱいにあいさつし、子ども達みんなが笑顔であ
ふれていました。



耳 よ り 情報

ふれあい

本格的に冬の季節がやってきました、この時期大変になるのが雪かきです。社協では一人
暮らしの高齢者や、高齢者・障がい者世帯を対象に、降雪により日常生活に支障があるにも
関わらず、雪かきが体力的にも経済的にも困難で、支援が必要と認められる場合には、有償
で生活支援サポーターを派遣することが可能です。
詳しいご相談は、社協までお問い合わせください。

☎ 0173-82-1602 / FAX：0173-72-5804

◇対象となる世帯
高齢者のみの世帯・障がい者の方のいる世帯で次の全てに当てはまり、支援が必要と認め

られる世帯
・自力で除雪できない（高齢・病弱・身体障がい等）
・一戸建てに住んでおり、付近に親類等がいない
・業者への除雪依頼が経済的に困難である

◇除雪内容 ※日程調整必須
・生活路確保のため、間口と玄関から公道までの通路を歩行に支障が無い程度に除雪
・落雪や積雪で家屋が損傷する恐れがある場合、窓付近や軒下の雪を除雪

◇料金目安 ※事前の登録が必要です
サポーター1人につき

10分 1時間 除雪機使用時

200円 1,000円 15分毎に+150円

電話相談 お宅訪問

不認可

認可

業者へ依頼

除雪支援決定！

社協では、介護保険制度・障害者総合支援制度の利用が出来ない方で車椅子が必要な状

況に陥った場合に無料で貸与を行っています。また、介護保険制度・障害者総合支援制度
利用者でも、車椅子の準備ができるまでの間は貸与することが可能です。

対象者 ：町内在住者
貸与期間：最長で１ヶ月（期間の延長は申し出が必要です）
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空き缶・ペットボトル収集状況 平成２９年９月１日～１１月３０日収集分

空き缶（アルミ・スチール） 1 , 5 3 0 k g

ペ ッ ト ボ ト ル 5 2 0 k g

合 計 2 , 0 5 0 K g

～平成２９年９月１日～１１月３０日までにご寄付を頂いた方々です～

【
古
切
手
】

石
岡

千
枝

川
野

良
一

古
川

葵

西
松
島
町
内
会

匿
名

リサイクル情報

収益金は社協で展開している福祉活動に役立てられ
ています。今後もみなさまのご協力をよろしくお願い
いたします。

鰺ケ沢町総合保健福祉センター

正面玄関
旧
い
こ
い
の
湯

みなさまの善意を「地域福祉社会」づくりに活かし取り組んでまいります。
今後ともご協力をよろしくお願いいたします。

収集場所：鯵社協窓口

※空き缶・ペットボトル以外（ビン、スプレー缶等）
の持ち込みはご遠慮ください

（
敬
称
略
）
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※ペットボトルのフタは外してください

【
寄
附
金
】

孝
道
山
青
森
別
院

※プルタブ・切手は社協窓口までご持参ください


